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マックス・フェスカと日本各地の土性図（１）

企 画 調 整 部 情 報 資 料 課

マックス・フェスカの日本での業績に焦点を

当てようとすると，四つのことが思い起こされ

る。一つは，わが国の代表的な農書「日本地産

論 (1894)」の著者としての業績。つぎは，肥

料成分や火山灰に代表される数多くの土地改良

耕地培養に関する研究。つづいて，駒場農学校

や地質調査所での教育者としての姿。とくに，

駒場農学校卒業後，農商務省地質課に勤務して

いた恒藤規隆との師弟関係には，教育の原点が

ある。最後は，ここに紹介する数多くの日本各

地の土性図の製作者としてのフェスカである。

フェスカは明治15年(1882)11月に来日し，明

治27年(1894) まで，農商務省地質調査所の雇

員，駒場農学校の農学科教師として滞在した。

上に紹介したように，この間さまざまな業績を

残し，日本の農学発展のために多くの啓蒙的活

動を行った。

農業環境技術研究所本館から東側に少し離れ

た平屋の建物に 「土壌モノリス館」がある。，

ここには，日本も含めて世界の土壌断面が200

点以上も保存されている。展示されている数多

くの土壌断面の脇の壁に，折り目のすり切れた

ひときわ古い「大日本 甲斐國土性図」と題す

る土性図が壁に掛けられている。

この土性図は，フェスカが来日して最初に完

成したものである。フェスカは，甲斐の国の土

性調査を明治16年(1883)に開始し，翌17年，ド

イツで開催された万国地質学協会でその成果を

発表した。それが，この土性図だと思われる。

ドイツでの発表に対する評判は，櫻井武雄の著

書に「大に斯の専門家の喝采を博せり」とある

ことからも，その内容が想像できる。今から118

年もの昔の作品としては，立派な土性図であっ

たろう。

この土性図を少し紹介してみよう。

AGRONOMIC SECTION土性図の枠外上部に「

OF THE IMPERIAL GEOLOGECAL OFFICE OF
」と製作担当部署が書かれている。枠外JAPAN

左部には 「農商務省地質調査所土性課 甲斐，

國土性報告書図 調査員 農学士 恒藤規隆

農学士 大内 健 プロフェソルドクトル，フ

」 。 ，ェスカ の文字がみられる 枠外下部の左端に

「製図者市原正秀（ 」と小Drawn by Ichihara）
さな文字が見える。枠外下部の右端には，これ

もまた老眼では判別しにくい文字で 「彫刺印，

Drawn by M Ichihara ; Engraved刷東京東陽堂（ .

. , ,by K Watanabe Toyodo-Engraving-office
）」 。 （ ）Tokio '~ '. とある 枠には北緯 35 2゚0 35 5゚0

と東経（138 1゚0 139 1゚0）が示されている。'~ '
Agronomic土性図は 「大日本甲斐國土性図，

Map of the Kai-Province by N T C O &. , .SUNETO UCHI

. . . 」というタイトルのもとに，P D M FROF R ESCA

「設色記号（ 」と「土Explanation of Colours）
壌側断面（ 」と「調査員Profiles of Soil Scale）
誌」が掲載されている。

「設色記号」は，符号と土性と地質に分けら

れた，土性図の色分けの説明である。

「土壌側断面」は，36種類にも分類された詳

しいものである。当時の学問の水準の高さが分

かるし，ドイツでの評判も誇張ではあるまい。

土壌は，つぎの13種に分けられている：埴土・

凝灰岩埴土・礫質埴土・泥質埴土・植質埴土・

壌土・植質壌土・ラス質壌土・砂質壌土・礫質

壌土・砂・壌質礫・レキ。

「調査員誌」は 「凡ソ土性図ヲ製スルニハ，

先ツ精細ナル地形図ヲ要ス然ルニ甲斐國ノ如キ

従来実測セシ者鮮キヲ以テ本図ノ地形ニ属スル

基線ハ伊能氏ノ実測図ニ拠リ其他ハ路上図板及

ビ量程車ヲ以テ実測セリ其実践シタル地方ハ図

中明載スル線路ニ過ギザレバ実測ノ及バサル地

所 内 ト ピ ッ ク ス
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方ニ於テハ山川沼湖ノ位置ニ少差ナキヲ保セズ

図中岩石ニ属スル設色区分ハ明治十一年和田維

四郎ノ調査セシ甲斐國地質概測ニ拠スル 明治

十七年十一月 調査員誌」とある。伊能忠敬

（1745 1818）の「大日本沿海興地全図」を活~
用したのだろう。

フェスカとの共同製作者，恒藤規隆は 「率，

先してこの人に就き土性調査の方法を練習し，

爾来引続きフェスカ博士に従ひ，十二年間各地

の土性調査に従事し，同博士帰国後もなお二年

間之に従事したのである 」と，熊沢喜久雄の。

著書にある。また，恒藤は明治30年4月から5ヶ

月の間，欧米を視察した後，同年11月にフェス

カが滞在中に務めていた地質調査所土性課長に

就任している。さらに，明治34年4月に氏が再

び欧米の視察に赴いたとき，ドイツでフェスカ

を訪ねている。そのときの様子を「同博士は予

を各地に案内して地質土性の実際を丁寧に説明

せられたることは，予の今に感激措く能はざる

所である 」と，熊沢喜久雄の著書は記してい。

る。

また土性図作製のこの事業は，明治38年(190

（ ）5)当所の母体である農事試験場 明治26年設立

に移管され，以後農事試験場の土性部がこれを

引き継いだ。誕生から57年の歳月を経た農事試

験場は，昭和25年（1950）に農業技術研究所に

改組された。改組に伴って，この事業は農業技

術研究所の化学部に引き継がれた。その後，22

年の歳月を経た農業技術研究所は再び変貌し，

農業環境技術研究所と農業生物資源研究所と農

業研究センターに分化していった。そこで，こ

の事業の流れは農業環境技術研究所の環境資源

部に引き継がれた。さらに17年の歳月は，この

研究所を独立行政法人農業環境技術研究所へと

変えていった。そしてこの流れは，現在も当所

のインベントリーセンターへ脈々と引き継がれ

ている。

恒藤がフェスカらと共に作成した土性調査図

と説明書は，この甲斐の国をはじめとして国別

。 ，につぎつぎと刊行される このことについては

次回のニュースで紹介する。
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